平成23年度社会福祉学研究科修士論文要旨 by unknown










































































































































































































































































































































点で分析した。活動の特徴と しては、 第1に、 結核と
いう病気が、死亡率が高く、差別性が強い疾患であり、
長期間の療養を強いられたことから、 患者の内面の支
援を必要としていたこと、第2に、結核療養所には多
様な階層の数百人の結核患者が生活を共にしており、
「コミュニティー」とも言える療養生活の場において、
医療要求や生活要求が共通しており、 療養生活全体を
包摂した総合的な活動が行われていたこと、第3に、
患者自治会の活動が、療養所内にとどまらず、社会に
目を向けた活動へと広がっており、療養所内の要求か
ら、自治体、国へ、その活動が連鎖的に連なり 、結核
回復者の後保護施設（アフターケア施設）の整備や抗
結核新薬の保険適用など、多様なソーシャル・アルショ
ンが行われていたことなどが、特徴としてあげられる。
こうした活動を支えた組織の特徴として、 第lに、患
者自治会の組織構造が、フォーマルと インフォーマル
なレベルを組み合わせた重層的な構造であったこと、
第2に、多様な活動を支える多様な人材がいたこと、
第3に、都道府県ごとの連合体、そして全国単一組織
として、療養所内のセルフヘルプ活動と、ソーシャル・
アクションが連動していたことなどがあげられる。こ
のような活動や組織の特徴の上に、大きな当事者役割
を果たした患者自治会は、セルフヘルプ・グループの
活動においては萌芽期にあたるが、その総合的な活動
や機能は今日においても意義を持ち続けている。セル
フヘルプ・グループの当事者の役割として、内面の問
題から、生活のしづらさを生み出している社会にも目
を向けた普遍的な課題も含めた総合的な活動にも視野
をひろげてゆくことの重要性が示唆されている。
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